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附属図書館の風景　
矢　部　敏　昭　

　「図書館あるいは図書について日頃の思いを」との

依頼を受け日程的に厳しかったのであるが，中央図

書館増改築基本構想案の作成に関わらせていただい

たこともあり引き受けることにした。

　以下では，２つの事柄を取り上げてみたい。その

１つは，本学附属図書館の中央館増改築基本構想案

の作成の過程で常に思い浮かべていた「ある大学図

書館の決断」を紹介する。他の１つは，学生諸君と

日々教育研究に関わりながら感じている「本を読む」

ということについて，ある書物をもとに紹介するも

のである。

１． ある大学図書館の風景

　昨年10月にまとめられた「中央館増改築基本構想」

は，平成６年３月に発足した「新図書館構想検討委

員会」の報告書を受け，検討が繰り返された後，昨

年４月からのおよそ半年間で作り上げられたもので

あり，記憶に新しいところである。

　この基本構想は，前館長の意向を受け第一回委員

会を開催して以後，集中的に審議を行ってきたもの

であるが，この審議（建物専門委員会）に増して注

目したいのは「建物ＷＧ委員会」の開催である。こ

の委員会は，直接附属図書館に従事する方々によっ

て構成され，その間実に11回にも及ぶ検討が繰り返

されたことである。月一回の建

物専門委員会の審議は，このＷ

Ｇ委員会に支えられ，徐々に具

体化されていったのである。こ

の過程で常に申し上げ，議論し

ていただいたことは，「学生・教

官の教育及び研究を外から充実する整備を第一の目

的としながらも，直接附属図書館に従事する方々の

生活の場としての機能の充実」を求めることを申し

上げさせていただいたことであった。なぜなら，Ｗ

Ｇ委員会で出される具体案は，直接従事する方々の

生活の場としての改善が常に検討事項の外に置か

れ，あるいは第三・四の事項として置かれていたか

らである。

　基本構想案（：「１．学習，研究図書館機能の整

備，２．電子図書館的機能の強化・充実，３．国際化

への対応，４．地域社会への公開，５．大学の知的コ

ミュニケーションの場，…」）に盛り込まれた７つ

の基本方針は，私たち学生・教官の大学附属図書館

としての急務な願いであるが，仮にこのような機能

が整備されたからといって，これをかなえ達成する

ためには，直接図書館に従事される方々が，ある意
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味においてその機能に誇りと今まで以上の生活の場

としてのゆとりがもたらされなければ，その実現は

難しいと考えたからでもある。

　今一度，中央館増改築基本構想を読まれ，忌憚の

ないご意見を期待するものである。既に提出し公表

されて半年以上が経つが，この基本構想に盛り込ま

れた内容に関する評価は，その間善きにつけ悪しき

につけ耳にすることはないからである。

　さて，冒頭で述べたある大学図書館の決断を紹介

する。本を借りる学生が増加するにしたがって，ま

た，地域にも開かれた大学図書館であったため，次

のような問題が浮かび上がってきた。

『　本の貸し出しが増加する傾向を好ましい

と感じていた大学図書館において，期限ま

でに本を返さない者が増え，また貸し出し

た本の紛失が多くなり，次第に蔵書の数が

減り出したのである。この事実を重くみた

大学図書館はいろいろとその問題解決のた

めに議論し，その対応に向けて多くの時間

が割かれるようになっていった。相対立す

る２つの考えにまとまり，最終決定の時が

きた。１つの考えは，従来までの方針を復

活させ，貸し出す本の冊数を制限するとと

もに，地域の人々への貸し出しも制限する

案であった。　・・・・・・・・・。

　しかし，下された結論は，今まで以上に

貸し出す期間を延長するとともに，地域を

より拡大する考えのものであった。　』

　その理由は，図書館本来の使命は何か，というこ

とが，この結論を導いたのである。

　本学附属図書館も，ここ数年の間の改革をみる限

り，同じような考え方に立って進められていると思

われるのである。その取り組みに応えていくことが

本学の学生及び教官に必要なのではないだろうか。

２． 読みの創造　―未知を読む―

　年間を通して一冊も本を読まない青少年が増えつ

つあり，小･中・高等学校の内外を問わず，今や活字

離れが深刻な社会問題になっている。『読書は人間形

成に不可欠である』という命題は，もはや，今日の

社会において真ではない程になりつつあるのか。

　「わかることはわかる。わからないことはわからな

い。」という本の読みでは，本を読むことそれ自体

がむなしいことに思われる。未知を読んで既知と化

する読みの力を身につけていくことを本学の学生諸

君にも期待するところである。本を読んで知らない

ことを自分のものにしていくことができるからこ

そ，本を読むことは人間形成に不可欠であると言え

るのでないだろうか。

　本を読むことは，読者のあらかじめもっている知

識に合わせたわかり方を教えてくれる。既知が少な

ければわからないことは多くなる。逆に，知識が多

くなればなる程，書かれている事柄の意味も多くな

り未知を読むことができるようになる。それは，知

らず知らずのうちに，書かれている事柄は読者（自

分）に引き寄せて読み，既知の事柄をもとに未知の

事柄まで読めるようになるからである。自分に引き

寄せるものがなければ，わかることもわからないの

である。

　ある中学校の国語教材に位置づけられた次の一文

に関して，中学生の読む力が問われている。

『ことばとそれがあらわすものごととの間には

何ら必然的な関係はない』

　文字や単語はわかっているのに，なお，何のこと

を言っているかわからないのであった。果たして，

本学の学生諸君はどのようにこの一文の意味を読

み，読みの創造によってどのような未知を読むので

あろうか。本学附属図書館の風景に，未知を読む青

少年及び地域の人々の姿が多くみられるようになる

ことを期待するものである。

　参考文献

外山滋比古著「読書の方法」講談社現代新書　1997

（教育地域科学部　教授）
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アンケートにお答えします　
－その２－　　　　　　　

　図書館では昨年10月に「図書館利用者アンケート」

を実施し，利用者の方々から沢山のご要望をお寄せ

いただきました。以後，図書館委員会等で協議を進

め，蔵書の整備，開館時間の拡充，施設・設備の整

備・充実を図ってきております。

　ここでは，前回同様，利用者に直接関わる担当係

として，主な指摘事項に対し簡単な回答を致します

と共に，末尾に，前回以降に改良を行った点を報告

しておきます。

８．図書【２】

　閉架書庫に余裕スペースがないため，

開架図書を移動することなく永年きたこ

とが，全体として「古い」という印象を

与えている原因のひとつだと思います。

　そこで，

�　閉架書庫内の収納スペースを作り，

�　古い本・破損本を撤去し，

�　買替を含んだ新刊本を沢山購入

すれば，古びた印象も払拭されるのでは

ないかと，この３点を対応策として考え

ています。

� � については，学生の休業期に作業

の重点を置くよう計画しています。�

は予算増額に向けて努力を重ねておりま

す。

○要望　①シラバス記載図書の購入　②○○分野

の図書を揃えて　③複本を求む　④統計

資料の充実　⑤専門書と一般図書　⑥研

究図書館機能　⑦本のカバー装着

○回答　予算の増額が認められ，①②を整備する

ことになりました。平成11年度分のシラ

バス掲載図書を現在整理中で，２階の日

本紹介コーナー前の書架に配架予定で

す。また，人文科学系および一般教養基

本図書につきましては平成10年度より予

算化されましたが，それとは別に年度計

画によって，教官および院生の協力のも

とに重点的に整備してゆくこととなりま

した。

なお，具体的に購入希望の図書名がわ

かっている時は，２階のOPAC横の学生購

入希望図書購入申込書に記入してくださ

い。出来る限りご要望にお応えしていま

す。

中央館備付けの図書の多くは，学生用図

書として学部の先生に選定していただい

たものです。多種の図書を購入したいこ

とと，書架スペースにゆとりがないこと

から複本は２部を原則としていますが，

要望の多いものはこの限りではありませ

ん。しかし逆に１冊しかないものを複数

冊購入する財源は乏しく，なかなかにお

応え出来ないのが現状です。

④はご指摘のとおりで，当係としても整

備したいのですが，予算やスペースの点

ではっきりした展望が持てないのが現状

です。なお，統計資料については，近く

では鳥取県立公文書館が充実していま

す。

⑤についてですが，出版点数が増大する

一方，図書購入予算が限られているとい

う大学図書館の現状では，どうしても専

門図書の収集が中心とならざるを得ませ

ん。一般図書については，前述のとおり

教養図書を中心に整備を進めています。

⑥研究図書館として機能が不十分である

とのご指摘ですが，今年度から教官当積

算校費より電子的情報資料購入費をいた

だ き，二 次 資 料 と し て 定 評 の あ る

Current Contents, MEDLINE, 雑誌記事索

引を，図書館ホームページから提供出来
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るように致しました。その外，ホームペー

ジには広く学外から情報収集出来るよう

にリンクがはってありますので，研究の

一助として有効に利用されることを希望

します。

⑦は，ソフトカバーの図書館開架図書に

ついて表紙カバーを糊付けすることに致

しました。

９．雑誌

○要望　①雑誌（専門・一般・外国語）の種類を

増やして欲しい　②予算の増額を求む　

③製本を迅速にして欲しい　④洋雑誌の

整理整頓　⑤集中化

○回答　図書館においてある学術雑誌，特に外国

雑誌は，価格が高いこともあって複数人

の教官による共同購入のものが多く，図

書 館 で 購 入 し て い る も の はNature, 

Scienceなどごくわずかです。図書と違っ

て雑誌は継続購入ということが前提にな

りますから，単年度の予算化だけで済む

話ではなく，図書館利用者が興味を持つ

学問分野が広ければ広いほど，タイトル

の選択は困難な作業です。

資源共有という認識が育成され，また，

大学として重複雑誌購入は極力避けると

いう方針が打ち出され，図書館も24時間

閲覧できる体勢となれば，現在各研究室

で購入されている雑誌の図書館への集中

化が促進されると思います。そうなれば，

図書館備付けの雑誌種類数は増えます

が，�新着雑誌の配架場所　�製本雑誌

の配架場所　�製本費の問題が出てきま

す。これは単に予算が増額されただけで

は解決されず，建物増設および構造まで

係ってくる問題であり，今後の図書館の

大きな課題のひとつといえましょう。

③についてですが，迅速に処理して早く

利用出来るよう努力はしていますが，製

本の準備にはある程度の期間が必要です

のでご理解とご協力をお願いします。

④については，極力努力します。

10．その他

○要望　①月末整理日は必要か　②ハンディ図書

館カレンダーが欲しい　③閉館時の窓締

め・消灯に苦言　④ブックディテクショ

ンシステムの誤作動　⑤図書館員を増や

せ

○回答　①閲覧室・書架・資料に関する作業を，

図書館利用者の利用に支障のないよう

に，月末整理日に行っています。従来は

カウンターから奥の第一～第四閲覧室を

終日閉室としていましたが，５月からは，

午前中は全館閉館とし，午後１時より夜９

時まで全館開館に変更しました。

　ただし，学生休業期の月末日は，全館

閉館になります。

②作成します。

③閉館時刻が近づくと，閉館時刻に正面

玄関を閉めることを前提に，閉館準備作

業にかかりますので，動き回ることには

ご理解ください。ただ，大きな音をたて

ぬよう致します。９時には正面玄関は閉

まりますので，速やかな退館にご協力く

ださい。

④警報の誤作動は，残念ながら現在では

避けられません。しかし，不正持出しす

る人がいるのも事実です。誠に申し訳有

りませんが，「いつもひっかかる」方はそ

のようにお申出ください。係員が対応い

たします。

⑤国の行財政改革という大きな流れの中

で，大学また図書館でも定員削減が着実

に進行しており，職員の増員は望めない

のが現状です。きびしい状況のもとで，

合理化，業務の見直し等でサービス低下

をきたすことなく業務を行っていくこと

が課せられています。

アンケート中で指摘されているのは，配
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架の乱れ直しであるとか，私語，騒音，

携帯電話，飲食などで他の利用者に迷惑

をかける者への対応など，利用者のマ

ナーが向上すれば不用になる部分です。

この点についてはご協力をお願いしま

す。配架の乱れ直しについては，月末整

理日に職員全員で取り組むことになりま

した。

11．前回掲載以降に生じた変更点

○ 開館時間

　学業期においては21時まで時間延長になりまし

た。また，日曜・祝日も17時まで開館しています。

１． 学業期　月曜～金曜　　９時～21時

土曜・日曜　　９時～17時

祝日　　　　　９時～17時

２． 休業期　月曜～金曜　　９時～17時

○ 貸出冊数・期間

　学外者に対して，「２冊　14日間」となりました。

放送大学生は，「５冊　14日間」です。

（資料サービス係）

T
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I UNIV. LIBRAR
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《平成10年度中小コレクションの紹介》　
　　平成10年度は、各部局から購入希望のあった次のものを購入しました。

　　すでに整理を終え、【　】内の場所に配架していますので、是非ご利用ください。

【２階第２閲覧室　373.2:Kyo】① 教育基本法制コンメンタール　Ⅰ，Ⅱ　全20巻　日本図書センター刊

【２階第２閲覧室　371.4:Bun】② 文献選集　教育と保護の心理学　Ⅱ期　全12冊　クレス出版刊

【１階第１閲覧室　519.033:Enc】③Encyclopedia of environmental analysis and remediation. 8 vols. Wiley刊

【開架書庫３層　491.17:Cen】④ Central nervous system of vertebrates. 3 vols. Springer刊

【１階ロビー展示ケース】⑤ 実験生物学シリーズ（ビデオ）
　１） 蛋白質実験法編　全６巻
　２） モデル生物編　全６巻

【１階ロビー展示ケース】⑥ ＮＨＫスペシャルシリーズ（ビデオ）
　１） 驚異の小宇宙　人体　Ⅰ　全６巻
　２） 驚異の小宇宙　人体　Ⅱ　脳と心　全６巻
　３） 電子立国日本の自叙伝　全４巻

【学術情報係所有】⑦ 農文協CD-ROM
　１） 農業技術体系　CD-ROM７枚
　２） 病害虫の診断と防除　CD-ROM２枚

【２階第３閲覧室　918:Shi】⑧ 新日本古典文学大系（全100巻のうち今年度は７冊購入）　岩波書店刊

【２階第４閲覧室】⑨ 分県登山ガイド（全46巻のうち今年度は３冊購入）　山と渓谷社刊
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平成８年度～10年度
　

日本紹介コーナー図書について
　

　学務部から３ヶ年にわたりご協力いただいた留学生用図書購入費で，計103点の資料を購入することが出来

ました。ここに一括して紹介します。留学生ばかりでなく一般の学生も大いに活用してください。

　なお，選定には教育地域科学部の谷守先生，仙北谷先生，工学部の吉野公先生のご協力を得ました。ここ

に改めてお礼申し上げます。ありがとうございました。

《図書》書名のＡＢＣ順

著（編）者名 書名（和文書名等）発行年

Suleski, Ronald Affective Expressions in Japanese. 1982

Miyabe, Miyuki All She Was Worth.（火車）

Noma, Seiroku The Arts of Japan. Vols. 1,2.

Daub, Edward E. et al. Basic Technical Japanese. 1991

Martin, Samuel E. Beginning Korean.

Abe, Kobo Beyond the Curve.（安部公房短編集）

Davis, James L. Biotechnology. 1995

Dazai, Osamu Blue Bamboo.（太宰治ロマネスク短編集）

奥津敬一郎 「ボクハ　ウナギダ」の文法　1978

Few, Gavin Bridge of Darkness.（梅安蟻地獄）

金星出版社，小学館共編 朝鮮語辞典　1993

Agawa, Hiroyuki Citadel in Spring.（春の城）

Chen, W.F., ed. The Civil Engineering Handbook. 1994

Birnbaum, Alfred Dance Dance Dance.

Makino Seiichi et al. A Dictionary of Basic Japanese Grammar. 1986

Makino Seiichi et al. A Dictionary of Intermediate Japanese Grammar. 1995

R.L. Borrelliほか著 Differential Equations: A Modeling Perspective Preliminary Edition.  　

 　Student Solutions. 1996

Shimada Masahiko Dream Messenger.（夢使い）

Bennett, Terry Early Japanese Images. 1995

Oe, Kenzaburo An Echo of Heaven.（人生の親戚）

W.E.Boyce ほか著 Elementary Differential Equations and Boundary Value Problems. 

 　6th ed. 1997

R.G.Lerner et al., ed. Encyclopedia of Physics. 2nd ed. 1990

Hibbeler, R.C., ed. Engineering Mechanics: Statics and Dynamics. 7th ed. 1995

アジア学生文化協会編 外国人留学生のための大学院入学案内　1995－96年度版

アジア学生文化協会編 外国人留学生のための奨学金案内　1996－97年版

アジア学生文化協会編 外国人留学生のための奨学金案内　1998－99年版

飛田良文，浅田秀子著 現代副詞用法辞典　1994

飛田良文，浅田秀子著 現代形容詞用法辞典　1991

小沢重男 現代モンゴル語辞典　1994

朴成媛編著 現代日韓辞典　1984
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風間喜代三他 言語学　1993

A. マルティネ編，三宅徳嘉監訳 言語学事典　1994

林　四郎 はじめての国語じてん　1991

林　四郎 はじめてのことば百科じてん　1995

Zwillinger, Daniel Handbook of Differential Equations. 1992

Polyanin et al. Handbook of Exact Solutions for Ordinary Differential Equations. 1995

Ishizawa, Masao et al. The Heritage of Japanese Art.

Kato, Shuichi A History of Japanese Literature. Vol.1-3.

Roberson, J. A., et al. Hydraulic Engineering. 1995

ヘンルイク，リプシッツ 標準ポーランド会話

Nan and Ivan Lyons Imperial Taste.

 Japan: An Illustrated Encyclopedia. International Edition.

 Japan: Profile of a Nation.

中山俊介 Japan as it is. 1985

Katoh, Amy Sylvester Japan Country Living: Spirit･Tradition･Style.

Oe, Kenzaburo Japan, the Ambiguous, and Myself.（あいまいな日本の私）

竹林　滋 Japanese-English Learner's Dictionary. 1992

国際日本語普及協会 Japanese for Busy People. Vol. 1: Kana Version Text.

　　〃　　　〃 　　〃　　　〃　　　　　　　: Revised CDs.

　　〃　　　〃 　　〃　　　〃　　　　　　　: Revised Workbook.

　　〃　　　〃 　　〃　　　〃　　　　　　　: Revised Workbook Tapes.

　　〃　　　〃 　　〃　　　〃　　　　　vol. 2: Kana Version Text.

　　〃　　　〃 　　〃　　　〃　　　　　　　: Revised CDs.

　　〃　　　〃 　　〃　　　〃　　　　　　　: Revised Workbook.

　　〃　　　〃 　　〃　　　〃　　　　　　　: Revised Workbook Tapes.

　　〃　　　〃 　　〃　　　〃　　　　　vol. 3: Kana Version Text.

　　〃　　　〃 　　〃　　　〃　　　　　　　: Revised CDs.

Keane, Marc Peter Japanese Garden Design.

Engel, Heinrich The Japanese House: A Tradition for Contemporary Architecture. 1964

河原崎幹夫 辞書で引けない日本語文中表現

Ariyoshi, Sawako Kabuki Dancer.（出雲の阿国）

Hadamitzky, Wolfgang Kanji & Kana: A Handbook and Dictionary of the Japanese Writing

 　System. 1981

Spahn, Mark et al. The Kanji Dictionary. 1996

Davis, James L. Kanji for Understanding Technical Japanese. 1995

益岡隆志 基礎日本語文法　改訂版　1992

森田良行 基礎日本語辞典　1989

エイ・アイ・ケイ教育情報部編 国公私立首都圏の専門学校全調査　1997

Ikenami, Shotaro The Master Assassin.（殺しの四人）

F. Dias & J.M.Ghidaglia, ed.  Mathematical Problems in the Theory of Water Waves. 1996

Maruya, Saiichi A Mature Woman.（女ざかり）

横山信子 見て，きいて，わかる　実用日本語辞典　1992

Shiina, Makoto My Boy.（岳物語）

NHK放送文化研究所編 NHK日本語発音アクセント辞典　新版　1998
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 日本地名百科事典　コンパクト版　1998

吉川武時 日本語文法入門

ＮＨＫ 日本語発音アクセント辞典　1985

小泉保ほか編 日本語基本動詞用法辞典　1989

日本語教育学会編 日本語教育事典　縮刷版　1987

町田　健 日本語の時制とアスペクト　1989

森田良行 日本語の類意表現　1988

工藤　浩 日本語要説　1993

益岡隆志 24週日本語文法ツアー　1993

Larkcom, Joy Oriental Vegetables.

日外アソシエーツ辞書編集部編 音訓引き難読語辞典　1993

中山兼芳監修 Pictorial Encyclopedia of Japanese Life and Events. 1993

小原雅俊 ポーランド語会話練習帳

Davis, James L. Polymer Science and Engineering. 1995

J. デュボワ他著，福井芳男他訳 ラルース言語学用語辞典　1990

羽鳥博愛 レインボーことば絵じてん　1995

山崎信寿ほか著 理工学を学ぶ人のための科学技術日本語案内　1992

Bussmann, Hadomud著 Routledge Dictionary of Language and Linguistics. 1995

小学館辞典編集部 類語例解辞典　1994

小西久也 留学生の物理学　1989

田辺清一 留学生の化学　1991

大屋文生 留学生の数学　Ⅰ．　1991

奈良本辰也ほか編 新潮日本人名辞典　1991

春遍雀来編 新漢英字典　1990

福島真人 身体の構築学　1995

中田祝夫ほか編 小学館古語大辞典（コンパクト版）　1993

Oe, Kenzaburo The Silent Cry.（万延元年のフットボール）

Davis, James L. Solid-State Physics and Engineering. 1995

Hicks, Tyler G., ed. Standard Handbook of Engineering calculations. 3rd ed. 1994

Richie, Donald The Temples Kyoto, text by Donald Richie. 1995

藤田孝，秋保慎一編 和英擬音語・擬態語翻訳辞典　1984

Nishi, Kazuo What is Japanese Architecture?

《ビデオ》タイトルのＡＢＣ順

ＮＨＫ標準日本語講座（中国語版）　1992

The Way of life in Japan（日本人のライフスタイル）（英語版）

《ＣＤ－ＲＯＭ》タイトルのＡＢＣ順

源氏物語　上・下巻　1996

平家物語　1997

How to Survive in Japan．1997

イラストワード3000　1995

漢字ワールド
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本学教官著作寄贈図書
（平成10年９月～平成11年８月受入分）　

　

　この度は次のように寄贈していただきました。ありがとうございました。本学教官著作寄贈図書コーナー

に配架し，利用に供しています。

（寄贈者名のＡＢＣ順。所属等は平成11年９月１日現在）

備　考発行所名・発行年書　　　名寄贈者名・所属等頭文字

編者
（郷土資料室に配架）

富士書店
1999年３月

鳥取師範陸上競技部史油野利博
（教育地域科学部）

AB

執筆International Academic
1994年９月

Plant Chromosome Research 1992藤島弘純
（元教育学部）

FU

執筆古今書院
1999年４月

中国・四国－地図で読む百年－
市南文一
（元教育学部）

IC

著者大空社
1998年10月

統合ドイツの異文化間ユースワー
ク

生田周二
（元教育学部）

IK

著者臨川書店
1999年５月

「唐人殺し」の世界
－近世民衆の朝鮮認識－

池内敏
（教育地域科学部）

IK

著者臨川書店
1998年６月

近世日本と朝鮮漂流民池内敏
（教育地域科学部）

IK

執筆
土木学会
1997年10月

コンクリートのクリープおよび乾燥収縮
（土木学会コンクリート委員会・クリープ
乾燥収縮小委員会（308））
（コンクリート技術シリーズNo.24）

井上正一
（工学部）

IN

執筆
土木学会
1996年12月

高流動コンクリートに関する技術
の現状と課題
（コンクリート技術シリーズNo.15）

井上正一
（工学部）

IN

執筆
土木学会
1997年８月

RC・PC構造物の設計に関する現状
と課題
（コンクリート技術シリーズNo.22）

井上正一
（工学部）

IN

著者大雅堂
1998年８月

井上順理選集２
教学篇－真正なる日本の教育－

井上順理
（元教育学部）

IN

著者開文社出版
1998年10月

ブロンテ初期作品の世界岩上はる子
（教育地域科学部）

IW

著者鳥取大学教育学部
1999年３月

栗林幸男論文集栗林幸男
（元教育学部）

KU

編著慶応義塾大学出版会
1999年1月

ビット産業社会における情報化と
都市の将来

光多長温
（教育地域科学部）

MI

著者裳華房
1999年４月

聖書の中の科学
（ポピュラー・サイエンス　202）

中島路可
（元工学部）

NA

著者鳥取大学工学部土木工学科
1998年４月

西林新蔵博士退官記念論文撰集
西林新蔵
（元工学部）

NI

著者農林統計協会
1999年１月

地域農業計画手法論
－地域水稲育苗活動計画手法の開発―

能美誠
（農学部）

NO

著者西日本法規出版
1999年３月

日本の巨樹・老樹
－巨樹・老樹と人間－

小笠原隆三
（元農学部）

OG

編者海青社
1999年７月

木質資源材料　改訂増補
（木材科学講座８）

作野友康
（農学部）

SA

共著サイエンス社
1993年５月

構造化プログラミング事始め
（Information & Computing 71）

菅田一博
（工学部）

SU
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共著サイエンス社
1992年４月

コンピュータ解体新書
（Information & Computing ex. -9）

菅田一博
（工学部）

SU

共著サイエンス社
1994年11月

Ｃ言語のススメ：Ｃで始める
プログラミング
（Information & Computing 83）

菅田一博
（工学部）

SU

共著サイエンス社
1994年９月

UNIXのススメ：UNIXの世界へ
飛び込もう！
（Information & Computing 81）

菅田一博
（工学部）

SU

編著川島書店
1998年２月

母親の育児ストレスと保育サポート
－子育て支援・環境づくりへ
の指標－

諏訪きぬ，堀内かおる
（元教育学部），戸田有一
（教育地域科学部）

SU

編著フレーベル館
1999年１月

子どもを活かす園内研修
－こころの通いあう保育を求めて－

諏訪きぬ
（元教育学部）

SU

著者富士書店
1993年11月

秋の手紙高多彬臣
（教育地域科学部）

TA

訳者シュプリンガー・フェア
ラーク東京
1996年６月

自己組織化マップ徳高平蔵，岸田悟，
藤村喜久郎
（工学部）

TO

監訳者シュプリンガー・フェアラーク東京
1999年７月

金融・経済における可視化情報探索
－自己組織化マップの応用－

徳高平蔵
（工学部）

TO

執筆鳥取大学農学部
1998年12月

農学のフロンティア
－農学部研究室から－

鳥取大学農学部
TO

著者鳥取大学大学院
連合農学研究科
1999年３月

農学研究の歩みと21世紀への展望鳥取大学大学院
連合農学研究科

TO

編者
（開架書架に配架）

三友社出版
1999年３月

講座　転換期の障害児教育　1－6巻、
別冊

渡部昭男
（教育地域科学部）

WA

平成10年度電気通信普及財団の寄附金　
による購入図書資料について

　

　図書館では，平成６年度を開始年度として，以来財団法人電気通信普及財団から「次の世代を担う学生に，

電気通信に関する理解を深めてもらいたい」という趣旨によって寄附金を受け，図書を購入してきました。

　ここに第５年目（最終年）の平成10年度購入分を紹介します。リストは書名のＡＢＣ順です。

１． 受入点数　85点（89冊）（平成９年度は188点）

２． 配置場所　総て閲覧室（それぞれ主題毎に分類・整理・配架）

３． 寄贈表示　タイトルページに「（財）電気通信普及財団寄贈」と表示

４． 利用形態　参考図書（辞書類）は禁帯出

　　　　　　　参考図書以外は貸出可（学生の貸出期間：14日間）

発 行 所 ・ 発 行 年書　　　　　　　　　　名編　　　著　　　者

1998プレンティスホール出版アクティブサーバーページサイトデザインテクニッククリストフ・ウィル１

1998昭晃堂ビギナーズ情報リテラシー成蹊大学情報処理センター２

1998秀和システムCsh & tcsh manual & reference安田絹子３

1998プレンティスホール出版ダイナミックHTML入門Ｂ・キャンベル４
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発 行 所 ・ 発 行 年書　　　　　　　　　　名編　　　著　　　者

1997経林書房第二種情報処理技術者合格完全対策'98年版藤本喜弘，河村知信編著５

1998電気通信協会（発売：オーム社）電気通信概論　第５版電気通信技術研究会編６

1998富士書房英和・和英・科学技術と産業用語辞典７

1998産業タイムズ社（取扱　東京官書普及）液晶・PDPメーカー計画総覧1998年度版8

1998オーム社エンサイクロペディア電子情報通信ハンドブック電子情報通信学会９

1998ナツメ社Exce197パーフェクトガイド阿部友計著10

1998内田老鶴圃ファインセラミックス技術ハンドブック日本学術振興会将来加工技術第136委員会編11

1998森北出版FEMプログラム選　３音場・圧電弾性振動場加川幸雄編12

1997羊土社画像解析テキストNIHImage新講座：まるごと実践小島清嗣13

1986日科技連出版社ゲーム感覚意思決定法刀根薫著14

1973日科技連出版社ゲームの理論西田俊夫著15

1998ミネルヴァ書房発達のダイナミックスと地域性上田礼子著16

1998アスキー標準LAN教科書　ポイント図解式　上下マルチメディア通信研究会編17

1998オーム社ヒューマンインタフェース田村　博著18

1998コロナ社遺伝アルゴリズムとニューラルネットワーク電気学会19

1984篠原出版医学教育マニュアル　５　シミュレーションの応用日本医学教育学会20

1998アスキーインターネットまるごとパック　for Macintosh 改訂版
（秀作オンラインソフト100選シリーズ）　

アスキー書籍編集部編21

1998岩波書店岩波哲学・思想事典広松渉ほか編集22

1998プレンティスホール出版JAVAネットワーキング＆コミュニケーショントッド・クルトゥワ23

1994ナツメ社実用UNIXハンドブック　改訂版舟木奨著24

1998医歯薬出版情報科学岡部哲夫25

1998医学書院情報科学概論菅野剛史26

1998電通総研（取扱　東京官書普及）情報メディア白書1998年版電通総研編27

1998同友館情報リテラシー基礎　入門からビジネスまで海老沢信一ほか著28

1998現代数学社回帰分析とその応用ウォナコットほか29

1998朝倉書店快の行動科学中尾弘之ほか編30

1997青土社考えることを考える　上下巻ロバート・ノージック著　坂本百大ほか訳31

1976日科技連出版社計算を中心とした線形計画法小野勝章著32

1998朝倉書店機能高分子材料の化学（先端材料のための新化学　３）戸嶋直樹ほか著33

1995コロナ社基礎と実践ニューラルネットワーク臼井支郎34

1998日刊工業新聞社光学ガラスとレーザガラス泉谷徹郎著35

1998共立出版コンピュータ英和・和英辞典　第３版日本ユニシス編36

1998プレンティスホール出版コンピュータネットワークとインターネットダグラス・Ｅ・カマー37

1998青木書店コンピュータ制御生産と巨大独占企業松石勝彦著38

1998共立出版コンピュータ通信とネットワーク　第３版福永邦雄ほか著39

1998朝倉書店高精度計算力学横山正明40

1995秀潤社クリニカル・エンジニアリング　６－２　特集　シミュレーションで学ぶ生体のメカニズム41

1979日科技連出版社マルコフ解析森村英典・高橋幸雄著42

1998トッパンMathematicaブックシステム開発者によるMathematicaオフィシャルブックスティーブン・ウルフラム原著43

1998岩波書店Mathematicaによるネットワークプログラミング（岩波コンピュータサイエンス）宮地力著44

1998アスキーMicrosoft Visual Basic 5.0テクニックライブラリ
（Microsoft programming series）　John Clark Craig, Jeff Webb共著45



－12－

鳥取大学附属図書館報

発 行 所 ・ 発 行 年書　　　　　　　　　　名編　　　著　　　者

1997アスキーMicrosoft Windows NT Server 4.0オフィシャルマニュアルCharie Russelほか46

1997アスキーMicrosoft Windows NT Server 4.0リソースキットMicrosoft Corporation著47

1997風間書房問題解決過程における知識の獲得に関する研究仮屋園昭彦著48

1998ＮＴＴ出版ネットワーキング

―

情報社会の経済学林紘一郎著49

1976日科技連出版社ネットワーク理論伊理正夫・古林隆著50

1997プレンティスホール出版ネットワークセキュリティーＣ・カウフマン51

1998オーム社日本のコンピュータ発達史情報処理学会歴史特別委員会編52

1998日本経済新聞社日経ベンチャービジネス年鑑　1999年版日本経済新聞社ほか編53

1998新曜社人間学命題集作田啓一ほか編54

1998オーム社応用光学（応用物理学シリーズ：基礎コース）山口一郎著55

1998日本経済新聞社パソコン徹底研究２級　パーソナルコンピュータ利用技術認定試験のための若鳥睦夫ほか著56

1997共立出版プラスチック光ファイバーPOFコンソーシアム編57

1997
アジソン・ウェスレイ・パブリッシャーズ・
ジャパン（発売：星雲社）

理工系の教養としての情報科学　Mathematicaによる入門
（Higher education computer series 28）

Roman E. Maeder著
時田節訳

58

1998岩波書店量子物理学におけるカオス中村勝弘著59

1998共立出版流体解析ハンドブック中村育雄著60

1982日科技連出版社整数計画法と組合せ最適化今野浩・鈴木久敏編61

1998秀和システムSendmail亀田久和62

1987日科技連出版社線形計画法今野浩著63

1973日科技連出版社線形計画法入門森口繁一著64

1997日刊工業新聞社SGML & XML ガイド倉元靖史65

1998電子情報通信学会視聴覚の認知科学淀川英司ほか著66

1976日科技連出版社シミュレーション関根智明ほか著67

1978日科技連出版社システム分析今村和男著68

1994日科技連出版社システムダイナミックス入門島田俊郎編69

1998インプレスSolarisシステム管理入門　第２版Janice Winsor著70

1998アスキースーパー解法テクニック第１種情報処理技術者試験'98（完全合格シリーズ）阿部禎之ほか著71

1998アスキースーパー解法テクニック第２種情報処理技術者試験'98（完全合格シリーズ）村山祐治ほか著72

1998北樹出版東西における知の探求　峰島旭雄教授古稀記念論集73

1998オライリー・ジャパン（発売：オーム社）UNIXシステム管理AEleen Frisch著　黒岩真吾ほか共訳74

1998東京大学出版会ヴィゴーツキーの発達論　文化－歴史的理論の形成と展開中村和夫著75

1998
アスキーVisual Basic　5スーパーテクニック

（Microsoft Programming series）　
Bruce McKinney著

76

1998
翔泳社Visual Basic Windows プログラミング

Windowsアプリケーション作成の基礎から応用まで　
日向俊二著

77

1998秀和システムWindows 95 パーフェクトマスター OSR 2 IE 4.0対応（Perfect master 23）野田祐己ほか著78

1998インプレス（発売：インプレス販売）Windows 98 バイブルRobert Cowart著79

1998インプレス（発売：インプレス販売）Windows 98 バイブル　プロフェッショナルRobert Cowart著80

1998オライリー・ジャパン（発売：オーム社）WINDOWS　NT　クイックリファレンス（A nutshell handbook）Eric Pearce著81

1997プレンティスホール出版Windows NT サーバー 4.0アドミニストレーターガイドウェイヌ・ダルトン82

1998トッパンWindowsユーザのためのＣ++　Windows95/NT対応デーブ・マーク著83

1998プレンティスホール出版XMLを知るリチャード・ライト84

1998コロナ社図解情報理論入門野村由司彦著85
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附属図書館利用状況（中央館）
　

年度別開館日数

平成10年度平成９年度平成８年度平成７年度平成６年度

269日263日262日262日260日
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●●●　ミニ･トピックス　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　　　　　 　

　　　　　

　附属図書館では，本学の創立50周年を記念して，下記の日程で公開展示を行います。展示では，

本学の前身である師範学校（鳥取県師範学校，女子師範学校，青年師範学校），鳥取高等農業学校，

米子医学専門学校を中心に関連の写真，図書等を展示し鳥取大学の沿革を辿ります。また，本学教

官の著作や旧師範学校所蔵の郷土に関する絵図，地図も展示します。一般市民の皆様にも公開しま

す。多数のご来場をお待ちしています。

　期間：平成11年11月1日（月）～11月10日（水）　会場：中央図書館１階一般閲覧室

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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●

平成10年度分類別図書貸出冊数

貸出冊数分　類
39,380　総　　数
3,5630　総　　記
7521　哲　　学

1,3042　歴　　史
5,1203　社会科学

12,9314　自然科学
8,4085　工　　学
4,1186　産　　業
8807　芸　　術

1,0938　語　　学
1,2119　文　　学

文献複写学外依頼・受付件数
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鳥取大学創立50周年記念附属図書館公開展示

資料でみる鳥取大学の沿革
～　歴史のなかの旧制諸学校　～
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　ミニシリーズ・情報検索コーナーより　その７

　　図書館ホームページから雑誌記事索引と
　　MEDLINEが利用できます。

　図書館では，４月１日より雑誌記事索引とMEDLINEをWWWブラウザによって提供を始めました。

　従来行っていたクライアント側への検索ソフトのインストール等は不要で，図書館ホームページにアクセ

スすることにより雑誌記事索引，MEDLINE，Current Contents（平成10年９月よりWWWブラウザで提供）の

利用ができるようになりました。（利用は学内利用者に限ります）

　雑誌記事索引は，CD－ROMを図書館のサーバーで提供していましたが，この度，日外アソシエーツ社のイ

ンターネット上での情報サービス「NICHIGAI/WEB」を導入し提供するものです。

　「雑誌記事索引ファイル」は国立国会図書館が収集している国内刊行の学術誌・大学紀要・専門誌を中心

に約5,600誌に掲載された約149万件の記事情報が収録されています。年間に約25万件の増加があり，1985年か

ら現在までの情報が検索できます。

　MEDLINEは，医学部のサーバーより提供していましたが，中央館ERLサーバーのバージョンアップ等を行っ

たことにより，新年度から中央館で提供しています。

　このファイルは，米国国立医学図書館が作成する医学文献データベースです。米国など世界70 ヶ国で刊行

される医学関連ジャーナル約3,800誌から約900万件の情報が収録され，年間に約40万件の増加があり，全体の

約60％は著者のアブストラクツが付いています。1966年から現在までの情報が検索でき，データの更新は月

一回です。

　Current Contentsは以前にも紹介しましたがほぼ全分野の約7,400誌から約100万件の情報が、多くは抄録付

きで収録されています。1996年から現在までの情報が検索でき，データの更新は週一回です。

　以上紹介しましたデータベースは学内のパソコンでブラウザソフトがあれば検索可能で，研究室からも24

時間検索できます。図書館での利用は情報検索コーナーの利用者用端末をご利用ください。

　なお，図書館では検索用マニュアルを作成し検索指導も行っております。教職員の皆様はもちろん，院生，

学生の皆様も大いに利用してください。
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Current　Contents　利用統計（平成10年８月～平成11年７月）
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３　　月２　　月１　　月12　　月11　　月10　　月曜日

日

１月

１２火

１２１　文化の日３水

２３２４木

３４３５　後期開講１金

４５●元旦１４６２土

５６●２５７３日

６　後期定期試験開始７●３６８４月

７８●４７９５火

８９５８10６水

９10６９11７木

10　建国記念の日11７1012８金

1112●８1113９土

●1213●９1214　体育の日10日

1314●成人の日10131511月

141511141612火

151612151713水

161713161814木

171814171915金

●1819●入試センター試験15182016土

●1920●入試センター試験16192117日

●春分の日202117202218月

21221821　勤労感謝の日2319火

222319222420水

232420　天皇誕生日232521木

242521冬季休業日～1/9242622金

●252622●252723土

●春季休業日～3/31262723●262824日

272824　図書整理日272925月

282925●年末年始の休館～1/428　図書整理日3026火

2926●2927水

3027●3028木

　図書整理日3128●31　図書整理日29金

2930土

3031日

　図書整理日31月

（開館時間）

　　　9：00～21：00

　　　9：00～17：00

　　　図書整理日

　　　13：00～21：00

（休業期は閉館）

●　休館日

☆学業期の土曜・

　日曜・休日は

　９：00～17：00

　開館しています

（平成11年７月開始）

☆学業期の平日は

　９：00～21：00

　開館しています

（平成11年７月開始）

鳥取大学附属図書館報　第94号（1999年10月発行）
編集・発行：鳥取大学附属図書館　〒680-8554　鳥取市湖山町南４丁目101�0857-31-6728

ホームページアドレス　http://www.lib.tottori-u.ac.jp  

平成11年度図書館カレンダー（その２）


